
命名松を主とした
天橋立公園松並木の保全作業

京都樹木医会

年度 主な作業内容 対象木・本数等
平成１４ 命名松の調査診断 当時の命名松２１本について調査、診断、問題
～１６年度（天橋立保存対策業務委託） 点、対応策等の報告書作成

（都市公園ﾘﾌﾚｯｼｭ業務）

平成１６ 台風２３号による損傷松の治療 九世戸松・お手植松（２本）・船越松
～１７年度○客土・養生 ○ﾌ゙ﾚーｼﾝｸ゙ ＊他小橋立、大橋立での被害、損傷松

○折損断面補修○整枝・剪定 ３５本の治療

平成１８ 命名松の樹勢回復（根系改良） 平成１８年船越松・晶子松・なかよし松・式部松
～２２年度樹齢２００年以上の銘松の樹勢回復 １９年千貫松・夫婦松・知恵松・天皇松

○表層土整備（腐植層除去） ２０年見返松・小袖松・雪舟松・羽衣松
○根系改良（Ａ・Ｂ）炭施用・菌根菌接種 ２１年雲井松・阿蘇松 計１４本
○整枝・剪定
○ｲﾝｼ゙ｪｸｼｮﾝ

平成２３ 樹齢２００年以上の銘松の樹勢 銘松の樹勢回復 ２本
～ 樹群を対象とした林分改良 樹群を対象 ７群

○表層土整備（腐植層除去）
○根系改良Ｂ（平面処理法）

*粉炭施用・菌根菌接種

○整枝・剪定
○ｲﾝｼ゙ｪｸｼｮﾝ

作業の経過について
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作業工種

ｴｱーｽｺｯﾌ゚にて穿孔
深さ40～50ｃｍ

ﾎ゙ーﾘﾝｸ゙ﾉｽ゙ﾙにて
膨軟剤・栄養剤注入

ｽーﾊ゚ーｿｲﾙ充填

ｴｱーｽｺｯﾌ゚ 高圧注入 改良土壌充填

１ｲﾝｼ゙ｪｸｼｮﾝ作業 高圧空気を圧入することにより踏圧等により固結した土
を緩め、理化学性を改善する作業。

深さ40cm
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平成２２年２月茶屋の前ｲﾝｼ゙ｪｸｼｮﾝ施工跡
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根系改良作業方法
根系処理A 根系処理B

１ボックス工法 ２トレンチ工法 ３表層処理法

＊いずれも粉炭、用土、菌根菌施用

4

２根系改良作業A
（ボックス工法・トレンチ工法）

剪定済み根系

粉炭層赤玉、ｽーﾊ゚ーｿｲﾙ混合土」

深さ
30cm幅40cm

海砂層15cm

施工後胞子液300倍液L/㎡散布
ﾏｸ゙ｱﾝﾌ゚大粒50g/㎡施用

○当初、表層土１５cm程度除去する。

○本作業は根系が表層近くに分布している
場合、ｽﾎ゚ｯﾄまたはﾗｲﾝ状に施工する。

３根系改良作業B
（表層処理工法）

○当初、表層土１５cm程度除去する。徒長根、衰弱根は除去する。
○本作業は盛土障害を受けている根系などに適応する。

海砂層15cm

粉炭層３ｃｍ

施工後胞子液300倍液L/㎡散布
ﾏｸ゙ｱﾝﾌ゚大粒20g/㎡施用

必要に応じて赤玉土・真砂土を入れる

剪定済み根系
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①施工前地表部 ②重機による表層除去

③ボックス内根系掘り取り完了 ④根系剪定

根系改良工法A （ボックス工法 平成１８年式部松
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⑥粉炭投与（間伐材粒状炭）⑤根系剪定・殺菌癒合剤塗布

⑦用土投与（遅効性化成肥料混合） ⑧用土全体作業の状況、５箇所

胞子液散布
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根系改良工法A（トレンチ工法）

平成２２年度A1975
8

①重機にて表層腐植層のかきとり ②トレンチの掘削ｴｱーｽｺｯﾌ゚使用

③トレンチ内の根系剪定 ④粉炭・用土・肥料・胞子液散布

胞子液散布

根系改良工法A（トレンチ工法）
平成２２年A1975松
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根系改良工法B（表層処理法）

平成２４年度８本樹群９０㎡
10

①重機とｴｱーｽｺｯﾌ゚により表層の除
去

②表層の徒長根

③徒長根の除去、剪定とｲﾝｼ゙ｪｸｼｮﾝ ④粉炭袋の配置（1袋50L）間伐材粒状炭
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粉炭を敷き詰める（厚さ平均3cm） 胞子液（ｼｮｳﾛ・ﾁﾁｱﾜﾀｹ混合）
平均1cc当たり15万個・５L/㎡散布

最後に遅効性化成肥料を撒き、海砂を約１０cm敷き詰めて完了。 12

＜根系の反応＞

施工４ヶ月後（6月中旬）

施工８ヶ月後（１０月中旬）
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菌根化した根系

施工10ヶ月後

5mm
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名勝天橋立のマツ類樹勢回復について

追跡調査項目
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①対象マツ樹木成長量測定
樹木形状調査
（樹高、幹周、枝張り、過年枝・当年枝成長量）
②衰退度診断（日本緑化センター様式による）
③光合成蒸散測定装置（LI‐6400）およびフルオロペ
ン（FP100）を用いた個葉の光合成活性調査
④根系分布・根量調査

対象命名マツと対照樹木との年度ごとの比較
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名勝天橋立のマツ類樹勢回復について16

外生菌根形成率（％）とは＝外生菌根化している根端数／全根端数×100

名勝天橋立のマツ類樹勢回復について17

追跡調査年度 対象木 根系改良方法
平均菌根形成率
（％）

平成23年度小袖の松 インジェクション＋全面処理 48.6 1.49 76.6

平成23年度なかよしの松インジェクション＋ボックス処理 44.6 1.45 74.5

平成23年度比較対照松無処理 － 51.5

平成24年度見返り松 インジェクション＋砂の全面施用処理 54.1 1.54 68.5

平成24年度千貫松 インジェクション＋トレンチ処理 63.2 1.63 72.5

平成24年度比較対照松無処理 － 44.5

平成25年度式部の松 全面インジェクション処理 -28.4 0.72 11.5

平成25年度夫婦松 インジェクション＋トレンチ処理 232.7 3.33 53.3

平成25年度比較対照松無処理 － 16.0

平成26年度知恵の松 インジェクション＋トレンチ処理 55.8 1.56 35.8

平成26年度比較対照松無処理 － 23.0

菌根形成の増加率
（％）、（倍）
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平成１６年１０月台風２３号

盛り土が根系に及ぼす影響

盛り土障害
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植生の変化と表層土壌の肥沃化
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名勝天橋立のマツ類樹勢回復について20

名勝天橋立のマツ類樹勢回復について20
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おわり
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